
20 押忍！手芸部 と 豊嶋秀樹　『自画大絶賛（仮）』

効率や分かりやすさを優先する現代社会の
なかで、自由であるはずの創作活動にまで、私
たちはマニュアルを求めていないだろうか。つ
くること、つくるものに対して、理由や評価の基
準を求めていないだろうか。本展は、表現と鑑
賞が交差し、多様な価値観を受容する現代美
術館という場の特性を鑑み、つくる者、観る者
の両者に、表現と鑑賞の意味を問いかける展
覧会として企画した。
高度な手芸の技術をもつ「部長」石澤彰一

（以下、部長）が、手芸の経験や技術をもたない
「男前部員」と結成した「押忍！手芸部」は、「不
器用上等！」を宣言し、技術やルールより、個
人のつくりたい気持ちやつくる楽しさを尊重す
る活動を続けてきた。7人の部員を中心とした
ユーモアあふれる伸びやかな部活動は、ものづ
くりに当たり前のように横たわる既成概念を、
鮮やかに覆してみせる。
一方、デザイン、アート、音楽、イベントプロ

デュース等ジャンル横断的な活動で注目される
アーティスト、豊嶋秀樹は、人や場との出会い
を表現の出発点とし、モノや人、場との関係か
ら、次 と々新たな出来事を作り出す。従来の枠
組に収まらない多様な活動は、媒介者でもあり
表現者でもある豊嶋独自の視点で組み立てら
れている。
豊嶋は本展において「押忍！手芸部」と初め

て出会い、その活動精神を読み解いて展示空
間を構成した。その空間で「押忍！手芸部」部
長は会期の約半分を過ごし、「部活」（ワーク
ショップ）のみならず、日常的なものづくりの現
場をも公開した。
展示プランは、展覧会場を劇場と見立てる豊

嶋のアイデアに基づいている。演目は「押忍！
手芸部」、役者は部長と作品、観客は美術館来
場者、そして演出は豊嶋である。

4つの展示室と通路には下記のとおり機能が
割り当てられた。
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「自画大絶賛」展覧会　［通路］

「押忍！手芸部」の精神を伝える作品を選び
ケース展示。当館の過去の展覧会で使用され
たアクリルカバー付展示台を再利用し、不要品
等で作られたアクセサリーや縫いぐるみ等を博
物館的な手法で展示した。

「自画大絶賛」ステージ　［展示室7］

展覧会入口に敷かれたレッドカーペットが誘
導する先には舞台があり、「部活」から生まれた
10種類のアイテムを体験できるスペースが用
意されている。「部活」では、作られた作品を自
ら慈しみ楽しむことも重要な要素なのである。
鑑賞者が楽しむ姿そのものがシナリオのない
演目となり、舞台下の休憩スペースから鑑賞さ
れるというシステムが作られた。
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自画大絶賛（最新・・・・・・・・・・）　※「最新
テント」と読む　［展示室8］

天井高約12メートルの本展示室のために制
作された最新作。「型紙を作らない」という教訓
に基づき、部長自身が展示設営の現場で巨大
なテディベアを縫い上げ、豊嶋と協働でテント
に仕立てた。テントの中では、扇風機の送風を
受けたテディベアがふわふわと揺れている。

ちょっと暗い倉庫　［展示室9］

「部活」から生まれた部長・部員の作品約600

点が展示された「整理されたカオス」*1。創造の
自由さと多様な個性を伝える場となっている。一
見無造作に押し込められているかに見える作品
は、豊嶋の指示によりボランティアチーム「ザ自
画大絶賛ズ」が愛情を込めて配置し、担当キュ
レーターが分類、キャプションをつけた。作品が
詰まった棚は、過去の展示で使用後、廃棄処分
が決まっていたものを分解、再利用したもの。

お部室（仮）　［展示室10］

「倉庫」の奥に作られたドアを開けると、展示
されているのは「部室」と部長の活動そのもの
である。備品庫から持ち出されたスチール製
ロッカーやホワイトボード等の味気ない什器や
卓球台が「部室」のインテリアとなり、展示室は
非日常から日常の場へと転換された。
ここで会期中12回もの「部活」を開催したほ
か、部長滞在時には、ミシンの音が響き、来場
者との対話が生まれた。また、晴天時には隣接
する光庭まで活動範囲を広げ、パフォーマンス
《風船のフーテンのふうさん》が行われた。
本展においては、企画者も展覧会をつくる行

為そのものを「部活」的に進めることを意識し、
部長による部活や茶会、パフォーマンスのみな
らず、豊嶋発案のカレーを作るワークショップ*2

など、自然発生的に湧き出る作家のアイデアを
プログラム化することを試みた。
「押忍！手芸部」の活動精神を展示するという
コンセプトを追求した結果、展覧会は静と動の
エネルギーが混在し、交流する場となった。

（平林恵）

展示のためのイメージスケッチに書かれた豊嶋のことば。

（『押忍！手芸大図鑑』株式会社青幻舎、2012年、p.86）

「豊嶋秀樹の集中講義（カリー）」を実施。豊嶋のものづく

り、場づくりを貫く考え方を、カレーをつくるという協働作

業を交えて体験する機会とした。

*1.

*2.

展示室9：「ちょっと暗い倉庫」展示風景

展示室8：《自画大絶賛（最新・・・・・・・・・・）》展示風景
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展示室10：「お部室（仮）」展示風景

光庭：《風船のフーテンのふうさん》展示パフォーマンス 

展示室7：「自画大絶賛」ステージ　展示風景

「ザ自画大絶賛ズ」による設営風景　

「豊嶋秀樹の集中講義（カリー）」活動風景
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